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隋1948年 (昭和23年 )8月
・新日木観光株式会社 (旧社名)設立
・資本金2000万円
・事務所所在地は台東区車坂町12番地下鉄ビル内(現在の上野7丁目)

く初代ロゴマーク

(1948～ )

♂

は 1949年 (昭和24年 )1月
・団体貸切バス第一号車として成田山初詣へ運行

悛 1949年 (昭和24年 )3月
・女性ガイド第1期 5名採用 (運行開始5日前の採用だつた)
・都内定期観光バス運行開始 (半日Aコース)

● 1949年 (昭和24年 )7月
・東京駅建車口およひ千宿手塩内に案内チを設置

く1948年
草創期の

ガソリン車

は 1950年 (昭和25年 )3月
・はとのマークを変更

憚 1951年 (昭和26年 )4月
,久υ,定期観光バス運行開始

∽ 1951年 (昭和26年 )7月
.事務手を二■≡区丸ノ本1-1に移葦
(鉄道弘落会こ天百==異
蟷 1951年 (昭和26年 )9月
・部内一日Cコ ース運行雪走

鼈 1952年 (昭和27年 )9月
・有楽町案内所を開設

晰 1953年 (昭和28年 )4月
・池袋駅と渋谷駅に案内所設置

輻 1953年 (昭和28年 )6月
・外国人向けコース本格運行開始 (英語)

徒 1956年 (昭和31年 )3月
・資本金4000万円増資により1億円となる

鑑 1956年 (昭和31年 )6月
・品川車庫内に新設した新社屋へ事務所移転

は 1958年 (昭和33年 )4月
・貸切用豪華バス「走るパーラー」運行開始

ク

▲1951生 東京訳のりば

▲1956年 品川車庫本社

▲1958年 走るパーラー車内

▲東京タワー営業所

・いす 製ゞエアーサスペンション、冷暖房、回転いす付

鰈1958年 (昭和33年 )12月
・東京タワー内に案内所を設立
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鰈 1960年 (昭和35年 )1月
・夜のお江戸Eコースに吉原松葉屋「おいらんショー」が登場

玲 1962年 (昭和37年 )1月
・第1回はとバス社員成人式実施

鰈 1962年 (昭和37年 )11月
・大阪営業所を大阪市東区本町
大阪会館 1階に設置       ▲1962年

スーバーデラツクスバス「月光仮面」

賽 1963年 (昭和38年 )4月
・定期観光用スーバーデラツクスバス(40人乗り)導入

牛 1963年 (昭和38年 )8月
・1億 5000万円増資により資本金3億円ヘ

は 1963年 (昭和38年 )9月
・新日本観光株式会社を株式会社はとバスに社名変更
・新日本観光株式会社を新たに設置

笙 1964年 (昭和39年 )7月
・オリンビック記念コース運行開始

は 1964年 (昭和39年 )9月
・五反田駅案内所を設置

蝙 1964年 (昭和39年 )10月
・オリンピック外国人客輸送バス運行開始

は 1965年 (昭和40年 )7月
・オーフンバス導入
・高速道路を取り入れた新東京
ドライフコース運行開始

は 1966年 (昭和41年 )4月
・名古屋営業所を開設

蝙 1969年 (昭和44年 )3月
・事務所及び車庫を平和島本社へ移転

鰈 1969年 (昭和44年 )12月
・講談師を案内役にした赤穂義士コース運行開始

修
仁̈▲1965年 「走るパーラー」の屋根を取つたオープンバス
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昭和24年、バス車体のシンボルマークに、図案化した「鳩」が描かれまし
た。「鳩」は平和、安全、快適のシンボルとされております。また、伝書鳩は、

飛び立つてから無事目的地に着き、そして出発したところへ必ず安全に戻つ

てくるということから、「鳩」が選ばれました。翌年には、より鳩らしい新マー

クに改定され、新日本観光株式会社という社名でありながら、「はとバス」と
いう愛称で親しまれるようになりました。昭和38年 (創立から15年目)9月
1日からは、社名そのものを「株式会社はとバス」に改めています。
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